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　「
ふ
る
さ
と
の
担
い
手
」の
皆
さ
ん
の

ア
イ
デ
ア
を
事
業
に
つ
な
げ
よ
う
と
、

昨
年
10
月
に
村
が
立
ち
上
げ
た『
い

い
た
て
わ
く
わ
く
推
進
協
議
会
』。村

の
食
材
を
使
う
事
業
を
話
し
合
う
中

で
、メ
ン
バ
ー
の
1
人
、「
村
カ
フェ７
５
３

（
な
ご
み
）」の
田
中
久
美
子
さ
ん
を

中
心
に
、オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー
パ
ン
を
試

作
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。試
作
は
、明
治
大
学
が
昨
年

完
成
さ
せ
た
カ
レ
ー
パ
ン
レ
シ
ピ
の
活

用
も
担
い
ま
し
た
。

　
牛
肉
カ
レ
ー
パ
ン
は
、ニ
ラ
や
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
を
使
っ
た
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
で
。

村

 

の
食
材
を
生
か
し
た
絶
品
カ
レ
ー
パ
ン

「
わ
く
わ
く
推
進
協
議
会
」の
メ
ン
バ
ー
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー
パ
ン
の
試
作
に
挑
戦
！

力を合わせて
挑戦しました

村
産
牛
肉
を
味
わ
う
リ
ッ
チ
な
カ
レ
ー

パ
ン
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。雪
っ
娘
カ

レ
ー
パ
ン
に
は
、「
ま
で
い
工
房
美
彩
恋

人
」（
渡
邊
と
み
子
代
表
／
前
田・八
和

木
）の
雪
っ
娘
カ
ボ
チ
ャ
の
ペ
ー
ス
ト
を

使
用
。可
能
性
や
課
題
を
探
る
本
格

的
な
試
作
に
発
展
し
ま
し
た
。「
せ
っ

か
く
こ
こ
ま
で
で
き
た
の
で
商
品
化

し
た
い
で
す
ね
」と
田
中
さ
ん
。推
進

協
議
会
の
大
井
利
裕
会
長（
草
野
）は

「
今
回
1
つ
の
形
に
で
き
た
よ
う
に
ま

ず
は
自
分
達
が
や
っ
て
み
て
、続
く
人

の
手
助
け
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ

う
に
な
れ
た
ら
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今月
の話
題

vol.
23

試作は「村カフェ７５３」にて定休日に何度も重ねら
れました。上の写真は２月26日のひとコマです。右の
カレーパンは、山田豊さんが生産した飯舘育ちの牛
肉を使っています。緑の野菜を効かせたグリーンカ
レーは辛さひかえめで、牛肉を味わうぜいたくなカ
レーパンになりました。

素材を生かしたい…アイデアを出し合いながら

笑顔で何役
もこなします

商工会として
も助言・協力

村内生産の
牛肉を提供栄養士 そして

カレーの助っ人
工夫と熱意で
開発を牽引

    大内 亮さん
（八木沢・芦原）

わくわく
メンバー

    山田 豊さん
 （関根・松塚）

田中 久美子さん
   （深 谷）

  川崎 弘子さん
   （深 谷）

          安齋 香さん
（飯舘村社会福祉協議会）

わくわく
メンバーわくわく

メンバー

３月13日、午前・午後の２回に分けてカ
レーパンの試食会が開かれました。右
の写真は午後の部で、杉岡村長や地域
おこし協力隊も参加しました。

試食会試食会
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令和４年４月号 4令和４年４月号5

特 

集

？
ゼロカーボンってどういうこと？

「ゼロカーボンビレッジいいたて」への挑戦 ！ 
−2050年までに二酸化炭素排出実質ゼロに−  

　近年、異常気象による大規模な災害が多発するなど、地球温暖化に伴う弊
害が顕在化しています。「脱炭素社会」を実現し、地球温暖化を防止すること
は、全世界的な要請であると同時に、私たち地域の将来にも大きく影響する
課題です。 
　飯舘村は、ここに2050年の温室効果ガス排出量実質ゼロを目指し、「ゼロ
カーボンビレッジいいたて」を宣言します。 
　飯舘村は震災前から「日本で最も美しい村」連合に加盟している自然豊か
な村です。 
　飯舘村は「ふるさと」を愛し、楽しみ、その喜びをともにする「ふるさとの担
い手」が手を携える「明日が待ち遠しくなるような、わくわくする楽しいふるさ
と」を目指し、「ゼロカーボンビレッジいいたて」の目標を村民・事業者ととも
に共有し具体的な取り組みを進めてまいります。 
　村民一人ひとりが将来に対する責任を自覚し、飯舘村の中山間地域特有
の自然条件、立地条件を活かした持続可能な未来を創出するため、「ゼロ
カーボンビレッジいいたて」を推進してまいります。 

             ３月14日、飯舘村は
「ゼロカーボンビレッジいいたて」

                  を宣言しました。

「ゼロカーボンビレッジいいたて」への取り組みは、村民の皆
さん、事業所の皆さん、そして行政が一緒になって進めていく
もの。情報を共有しながら、「温室効果ガス排出量実質ゼロ」
に向けて、一つひとつの取り組みを積み重ねていきましょう。
皆さんのご協力をよろしくお願いします。

ゼロカーボンビレッジいいたて

挑戦 !ストップ！ 地球温暖化 　　　　をはじめよう宣言

飯舘村は、「ゼロカーボンビレッジいいたて」
を宣言しました。再生可能エネルギーの活用
や、森林再生の取り組みなどを通して、温暖
化ガスの排出削減を推進していきます。

二酸化炭素（CO2)などの温暖化ガスの排出量を低減し、森林などによる吸収量とバランスを取ることで、
実質的な排出量をプラスマイナスゼロにした状態を「カーボンニュートラル」と呼びます。2050年までの
カーボンニュートラル社会（脱炭素社会）の実現（＝ゼロカーボン）を目標に、世界の国々が協調して取り
組みを進めています。日本も2020年に「2050年までにカーボンニュートラルの実現を目指す」と宣言。そ
れを受けて、地方自治体ごとの取り組みが、本格化しています。

2050 年にCO2（二酸化炭素）を実質ゼロにすることを目指すと公表した地方自治体は「ゼロカーボ
ンシティ」と呼ばれます。　（参考）環境省ホームページ　https://www.env.go.jp/policy/zerocarbon.html

地球温暖化を防ぐために世界の
国々が「ゼロカーボン」に取り組ん
でいます。「ゼロカーボン」の「カー
ボン」とは炭素のことで、「ゼロカー
ボン」は「脱炭素」とも表現されま
す。どんな取り組みかと言うと…。

「ゼロカーボン」の取り組みは、気候変動を引き
起こしている地球温暖化をくい止め、地球環境
を守るための世界的な運動です。

飯舘村も「ゼロ
カーボンシティ」
になりました

二酸化炭素（CO2)は動物の呼吸や有機
物が燃えることで空気中に排出され、植
物の光合成によって消費されています。

ニュートラルとは「いずれにも

かたよらない」という意味です

CO2
CO2

CO2

光合成で消費するよ
光合成で消費するよ

緑を大切にしなくちゃ！
CO2の排出量＝CO2の吸収量
カーボンニュートラルでゼロカーボンを実現

実現にはCO2の排出
量を今より大幅に減ら
す必要があります
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令和４年４月号 6令和４年４月号7

challenge
チャレンジ  〈挑戦〉

までいな村の得意分野です！

飯舘村にある資源を生かす環境対策・エネルギー対策を進めます

「ゼロカーボンビレッジいいたて」への挑戦 ！ 
一人ひとりにできること

「ゼロカーボンビレッジいいたて」への挑戦 ！ 
村づくりとしての取り組み

「ゼロカーボン」につながる「カーボンニュートラ
ル」を実現するためには、再生可能エネルギーの活
用や、森林の再生、ゴミの減量などが効果的！

村民の福祉向上に役立つ再生可能エネルギーに取り組みます
太陽光発電施設・風力発電施設が稼働しています（大火山など）
木質バイオマス発電施設が整備されます（蕨平地区） ※下記参照

エネルギーの使い方を見直します
公用車への電気自動車の導入や充電設備の設置を推進します
公共施設等で再生可能エネルギーの導入を進めます
住宅の省エネルギー化を推進します

森林や農地を再生・活用します
未利用農地の適正管理や多様な利活用を推進し、農地を生かしていきます
森林の活用を進めます
村の美しい景観の保全に努めます
木質バイオマス発電事業で森林材を活用、余熱の活用にも挑戦  ※下記参照

再生資源を生かします
再生可能な資源の分別と資源化を進めます
未利用資源を活用する事業など、持続可能な社会に貢献する産業の創出を目指します

情報を共有して皆で取り組みます
情報を共有して取り組みを広げると同時に継承する次世代の育成にも力を注ぎます
再生可能エネルギー導入につながる制度や情報の提供に努めます
　

車の利用を減らし公共交通
機関を利用することで、ガソ
リンの使用量を減らすこと
ができます。

暮らしの中で取り組めることがたくさんあります

食品ロスを減らすことで、無
駄になる食品の生産・流通・
廃棄を防ぎ、それらにかかる
エネルギーも節約すること
ができます。

断熱構造の住宅に住むこと
で、冷暖房にかかる電気の
使用量を減らすことができ
ます。

こまめな節電もみんなで取
り組めば大きな効果に。家
電を買い替える際には省エ
ネタイプへの切り替えを。

環境に配慮した製品の利用
を心がけましょう。場面に応
じて簡易な包装・梱包を選
ぶことも省資源につながり
ます。

長く使えるものを選び大切
に使うことでゴミを減らせま
す。リサイクルも頑張りましょ
う。ゴミの分別もゼロカーボ
ンにつながっています。

みんなでコツコツ楽しみながら「ゼロカーボンビレッジいいたて」に取り
組みましょう。未来を生きる子ども達の地球環境を守るために。

蕨平地区で、木質バイオマス発電施設の整備が、令和６年度の稼働に向けて
動き出しています。この事業は、停滞している林業の活性化を促し、浜通りの
みならず県全体の復興を力強く牽引すると期待されている事業です。また、間
伐と植林を進めることにより、脱炭素社会の実現に貢献。さらには、余熱を農
業に利用する未来志向型農業へのチャレンジも打ち出しています。

木質バイオマス発電
施設が整備されます

公募で選ばれた「飯舘バ
イオパートナーズ」が事業
主体となっています。

クロス発電クロス発電

深谷団地深谷団地

美しい里山美しい里山

地域防災地域防災
センターセンター

ツツジの森ツツジの森

ウッドチップの遊歩道

!

令和４年４月号令和４年４月号 66令和４年４月号令和４年４月号77



飯舘村長 
   杉岡 誠

　
新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

『
明
日
が
待
ち
遠
し
く
な
る
よ
う
な
、

わ
く
わ
く
す
る
楽
し
い
ふ
る
さ
と
』の

実
現
に
向
け
、令
和
４
年
度
は
、４
つ

の
指
標
、２
つ
の
力
点
を
持
って
、さ
ら
に

『
ふ
る
さ
と
の
担
い
手
』を
主
役
と
す

る
政
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
４
つ
の
指
標
は
、施
策
に
取
り
組
む

に
あ
た
っ
て
の『
姿
勢
』で
も
あ
り
ま

す
。１
つ
目
は「
次
世
代・継
承
」。次
世

代
が
踏
み
出
す
一歩
を
さ
ら
に
力
強
い

も
の
に
す
る
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
つ
目
は「
な
り
わ
い
」。企
業
誘
致
や

起
業
支
援
を
含
む
産
業
の
創
出
を
強

力
に
進
め
つつ
、意
欲
を
持
って
村
内
で
の

「
な
り
わ
い
」興
し
や
就
労
に
取
り
組

む
方
を
村
民
、移
住
者
の
区
別
な
く
多

角
的
に
支
援
し
ま
す
。３
つ
目
は「
10

年
後
を
見
据
え
る
」。今
後
10
年
間
の

年
代
ご
と
の
人
口
や
ニ
ー
ズ
の
変
遷
を

想
定
し
な
が
ら
、将
来
を
見
据
え
た
施

策
に
取
り
組
み
ま
す
。そ
し
て
４
つ
目
は

「
帰
還
困
難
区
域
」。長
泥
地
区
特
定

復
興
再
生
拠
点
区
域
の
令
和
５
年
春

の
避
難
指
示
解
除
に
向
け
て
、２
月
に

立
ち
上
げ
た
長
泥
地
区
除
染
検
証
委

員
会
に
よ
る
検
証
や
、住
民
の
皆
さ
ま

と
の
協
議
、生
活
イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備
、

国・県
と
の
協
議
な
ど
、取
り
組
み
を
加

速
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
４
つ
の
指
標・姿
勢
に
加
え
、

「
村
民
の
今
を
支
え
る
取
り
組
み
」

「
村
の
将
来
へ
の
布
石
と
な
る
取
り
組

み
」の
２
つ
の
力
点
を
も
って
事
業
を
進

め
ま
す
。

　「
村
民
の
今
を
支
え
る
取
り
組
み
」

と
し
て
、引
き
続
き
村
民
の「
命
と
生

活
を
守
る
」た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
村
内・村
外
の

接
種
を
進
め
ま
す
。ま
た
、福
島
県
立

医
科
大
学
と
連
携
し
た
介
護
予
防
体

制
の
強
化
の
ほ
か
、新
た
に
訪
問
診
療

に
取
り
組
み
、医
療・介
護・福
祉
環
境

の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。な
お
見

守
り
活
動
と
連
携
し
た
買
い
物
環
境

の
充
実（
商
福
連
携
）な
ど
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

　「
村
の
将
来
へ
の
布
石
と
な
る
取

り
組
み
」と
し
て
は
、新
た
な
世
代
が

可
能
性
を
見
出
す「
わ
く
わ
く
す
る

楽
し
い
ふ
る
さ
と
」を
創
出
す
る
た
め
に

『
飯
舘
牛
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』や『
あ

ぶ
く
ま
も
ち
』等
に
よ
る
新
た
な
産
品

開
発・販
売
を
進
め
ま
す
。ま
た『
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
ビ
レッ
ジ
い
い
た
て
』宣
言
に
基

づ
き
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て

村
の
農
地
や
山
林
に
新
た
な
価
値
を

生
み
出
す
取
り
組
み
を
進
め
、自
治
体

デ
ジ
タ
ル・ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョン
や

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
に
則
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
施
策・情
報
通
信
環
境
の
構
築
な

ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

明日が待ち遠しくなるような、 わくわくする楽しいふるさと
当初予算と主な事業について

飯舘村 令和４年度の展望
村政方針

「明日が待ち遠しくなるような、わくわくする楽しいふるさと」を目指して

２

３
４ 生き生きとした学びの場を育む

生きがいと生業の力強い再生と発展

４４
村の将来への布石力点２ 力点１村民の今を支える

つの指標

木質バイオ
マス発電

ゼロカーボン

自治体DX
デジタルトランス
フォーメーション

ふくしま田園
中枢都市圏

  飯舘牛
（黒毛和牛）

あぶくまもち

ホームページ

買い物支援事業

税

ふるさと資源 のフル活用

健康で生き生きと楽しく暮らせるふるさとづくり

情報通信技術（ICT)による新しい村づくり

帰還 困難区域

企業消防

災害対策

広　報

１ 次世代・継承
２ なりわい
３ 10年後を見据える
４ 帰還困難区域 １

福島医大と連携
サポートセンター
つながっぺ
介護予防

新型コロナ対策
ワクチン接種

生活支援ワゴン
運行事業

いいたてクリニック
訪問診療事業
医療体制の確保

地域サロン
敬老会の開催

５
（ふるさと学習）

      希望の里
WAKUWAKU
       Eツアー

〈海外語学研修〉

いきいきわくわく
   学びの旅

行政区支援

みがきあげよう！
ふるさと補助金

地域おこし協力隊 移住・定住促進

  いいたて
YOITOKO
    ツアー
第１回は４/24

村の文化を
体験するツアー

ふるさとの魅力向上・発信
情報通信網の検討 スマート

農業など

学園における
ICT教育

いいたて希望の
里学園 以外に通学

いいたて希望の
里学園 の児童生徒

農業

新たな販路
新たな産品

農業基盤整備

令和５年春の
避難指示解除
に向けて

森業
間 伐

里山の再生

プレミアム付
商品券

スタートアップ
補助金

燃料化

商工業

市場出荷

４つの指標と
２つの力点を
持って施策を
進めます

いいたて学

わくわくどきどき
  合宿通学

農地を
守る

生きがい
農業

なりわい
農業

新たな
農業
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令和４年度
当初予算112億  8,800万円

　

歳
入
の
大
部
分
を
国
庫

支
出
金
や
地
方
交
付
税
等

の
依
存
財
源
が
占
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、自
主
財
源
に
分
類

さ
れ
る
繰
入
金
の
う
ち「
帰

還
環
境
整
備
交
付
金
基
金

繰
入
金（
21
億
3
6
5
9
万

円
）」は
、国
庫
支
出
金
を
村

の
基
金（
貯
金
）に
積
み
立

て
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設

等
緊
急
整
備
事
業
な
ど
の

国
庫
補
助
事
業
に
使
用
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、こ
れ
ら

を
踏
ま
え
る
と
、当
村
の
財

政
運
営
は
国
や
県
に
非
常

に
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　令和４年度一般会計当初予算額は１１２億８，８００万円であり、４年連続で１００億円を超える予算
となっています。 
　農業振興のための施設整備・備品導入などを支援する被災地域農業施設等整備事業、村道の
舗装機能回復工事などの事業費は減少しているものの、木質バイオマス施設等緊急整備事業、宿
泊体験館きこり宿泊棟改修工事などの事業費が増加しており、前年度と比較して８，８００万円の増

（０．８％）となっています。 
　また、復旧・復興事業分の予算額は約７４億円であり、予算全体の約６５％を占めています。

令和４年度一般会計

令和４年度における
村の収入総額

歳入

令和４年度当初予算
国民健康保険特別会計・・・・・・・・・・・ ８億1,660万円
簡易水道事業特別会計・・・・・・・・・・・ １億4,447万円
農業集落排水事業特別会計・・・・・・・・・・・ 5,273万円
介護保険特別会計（事業勘定） ・・・・11億5,118万円
介護保険特別会計（サービス勘定） ・・･・・659万円
後期高齢者医療特別会計・・・・・・・・・・・・・ 7,675万円

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、「
明

日
が
待
ち
遠
し
く
な
る
よ
う

な
、わ
く
わ
く
す
る
楽
し
い
ふ
る

さ
と
」を
築
き
上
げ
る
た
め
の

予
算
と
なって
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に「
生
き
が
い
と

生
業
の
力
強
い
再
生
と
発
展
」

「
健
康
で
生
き
生
き
と
楽
し

く
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

「
情
報
通
信
技
術（
I
C
T
）

に
よ
る
新
し
い
村
づ
く
り
」「
ふ

る
さ
と
資
源
の
フ
ル
活
用
」「
生

き
生
き
と
し
た
学
び
の
場
を

育
む
」の
５
つ
の
視
点
か
ら
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
な
ど
喫
緊
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
の
予
算
も
計
上

し
て
い
ま
す
。

令和４年度一般会計

令和４年度における
村の支出総額

歳出

令和４年度

特定の事業を特定の
収入で行うため、一
般会計とは分けて設
けた会計です

特別会計

グラフの金額は端数処理をし
万円単位にしています

国庫支出金　　　 国庫支出金　　　 
29億4,485万円 29億4,485万円 

依存財源
74億9,619万円

自主財源
37億9,181万円

地方交付税地方交付税
27億1,043万円27億1,043万円

県支出金　県支出金　
15億146万円15億146万円

村債
1億5,260万円

地方消費税交付金
9,853万円 その他

8,832万円 

繰入金繰入金
30億1,868万円30億1,868万円

村税　　村税　　
5億5,102万円 5億5,102万円 諸収入

7,077万円

財産収入
6,903万円

使用料及び手数料
5,018万円

その他
3,213万円

　       歳 入
 112億8,800万円112億8,800万円

農林水産業費 農林水産業費 
47億582万円47億582万円

総務費総務費
25億2,594万円25億2,594万円

土木費土木費
11億9,036万円11億9,036万円

民生費 民生費 
9億7,492万円9億7,492万円

衛生費衛生費
4億9,282万円4億9,282万円

公債費公債費
4億5,921万円4億5,921万円

教育費教育費
4億6,474万円4億6,474万円

消防費
1億8,965万円

その他 
8,140万円商工費

2億314万円

　       歳 出
 112億8,800万円

当初予算と主な事業について
飯舘村 令和４年度の展望
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1213 令和４年４月号令和４年４月号13

　

令
和
４
年
３
月
議
会
定
例
会
は
、
２

月
28
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
の
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
３
月
３
、

４
日
に
行
わ
れ
、
村
議
員
が
村
政
の
重
要

な
課
題
等
に
つ
い
て
村
側
の
考
え
を
質

し
ま
し
た
。

　

議
会
審
議
は
14
日
に
行
わ
れ
、
提
出

さ
れ
た
議
案
は
追
加
議
案
を
含
め
て
全

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

飯
舘
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

飯
舘
村
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
予
算

飯
舘
村
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

民
家
園
ふ
る
さ
と
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

飯
舘
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
い
い
た
て
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

村
民
の
森
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

飯
舘
村
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

飯
舘
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
者
が
遵
守
す
べ
き
基
準
に

関
す
る
条
例

今
議
会
で
可
決

さ
れ
た
議
案
な
ど

（
紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
す
る
な
か
で
、
国
の

経
済
対
策
と
し
て
、
国
民
の
生
活
・

暮
ら
し
を
支
援
す
る
１
世
帯
あ
た
り

10
万
円
を
支
給
す
る
「
住
民
税
非
課

税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付

金
」
で
す
。

　

支
給
対
象
者
と
な
る
住
民
税
非
課

税
５
３
９
世
帯
の
方
に
、
令
和
４
年

２
月
９
日
付
で
お
知
ら
せ
文
書
を
送

付
し
、
令
和
４
年
３
月
中
に
対
象
世

帯
の
口
座
へ
支
給
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

２
月
１
日
現
在
の
村
へ
の
帰
還
者

は
６
３
７
世
帯
、
１
２
３
３
人
で
帰

還
率
は
約
24
．
７
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
、
震
災
後
の
転
入
者
１

９
３
人
と
い
い
た
て
ホ
ー
ム
の
入
居

者
等
を
合
わ
せ
、
村
内
の
居
住
者
は

７
７
４
世
帯
で
１
４
７
６
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
に
つ
い
て
、
村
内
居
住
者

の
２
回
接
種
率
は
、
１
月
31
日
現
在

90
．
１
％
と
な
っ
て
お
り
、
村
内
・

村
外
を
合
わ
せ
る
と
、
89
．
５
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
国
が
進
め
て
い
る
３

回
目
接
種
に
つ
い
て
は
、新
た
に「
い

ち
ば
ん
館
」
に
集
団
接
種
会
場
を
設

け
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

接
種
対
象
者
に
は
、
意
向
調
査
を

順
次
行
い
、
２
回
目
接
種
か
ら
６
か

月
を
経
過
し
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者

を
優
先
に
、
接
種
日
時
を
村
が
割
当

て
し
て
ご
案
内
し
、
２
月
23
日
と
24

日
に
２
４
０
人
ず
つ
、
計
４
８
０
人

の
接
種
を
行
い
ま
し
た
。
３
月
末
ま

で
に
最
大
で
１
９
２
０
人
の
接
種
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
外
の
か
か
り
つ
け
医
等

で
の
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し

て
は
、
順
次
、
接
種
券
・
予
診
票
等

を
送
付
し
て
い
る
他
、
必
要
に
応
じ

て
関
係
市
町
村
と
の
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

村
で
は
今
後
も
、
村
民
の
皆
さ
ま

の
接
種
機
会
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

古
今
明
川
と
佐
須
川
、
合
わ
せ
て

延
長
３
．
22
㎞
に
お
い
て
河
川
の
土

砂
の
撤
去
を
進
め
て
お
り
、
令
和
３

年
度
内
完
了
の
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
で
村
が
管
理
す
る
普
通

河
川
の
土
砂
撤
去
に
つ
い
て
は
、
ひ

と
通
り
終
了
し
ま
す
。

　

村
内
17
の
行
政
区
に
つ
い
て
、
測

量
設
計
等
の
委
託
12
件
、
工
事
39
件

を
発
注
し
て
い
ま
す
が
、
う
ち
８
行

政
区
の
委
託
業
務
６
件
、
工
事
７
件

に
つ
い
て
完
了
し
て
お
り
、
他
の
発

注
に
つ
い
て
も
、
早
期
完
了
に
向
け

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
行
政
区
に
お
け
る
説
明

会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
が
落
ち
着

き
次
第
、
早
急
か
つ
計
画
的
に
実
施

し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
主
に
燃
焼
炉
や
タ

ー
ビ
ン
、
安
全
設
備
な
ど
の
バ
イ
オ

マ
ス
プ
ラ
ン
ト
本
体
の
設
計
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
令
和
４
～
５
年
度
の
２
年

間
を
か
け
、
プ
ラ
ン
ト
本
体
や
プ
ラ

ン
ト
建
屋
な
ど
、
関
係
す
る
施
設
を

整
備
予
定
で
あ
り
、
令
和
６
年
春
の

運
転
開
始
に
向
け
、
事
業
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
で
い
の
里
の
こ
ど
も
園
は
、
５
歳

児
19
人
の
卒
園
児
を
含
む
21
人
の
減

少
に
対
し
、
新
入
園
児
１
人
で
、
現

在
よ
り
20
人
減
の
39
人
と
な
り
ま
す
。

　

い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
は
、
９

年
生
13
人
の
卒
業
生
を
含
む
14
人
の

減
少
に
対
し
、
新
入
生
17
人
を
含
む

21
人
の
増
加
で
あ
り
、
現
在
よ
り
７

人
増
の
69
人
と
な
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
園
と
学
校
の
合
計
人
数
は

令
和
３
年
度
の
１
２
１
人
よ
り
13
人

減
の
、
１
０
８
人
の
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

２
月
７
日
時
点
に
お
い
て
、
１
次

路
線
を
２
回
、
２
次
路
線
を
１
回
、

拡
幅
、
吹
き
溜
ま
り
の
除
雪
を
７
回

実
施
し
ま
し
た
。

　

あ
ぶ
く
ま
も
ち
は
、
村
が
新
た
な

特
産
物
と
し
て
今
後
振
興
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
、
福
島
県
が

開
発
し
た
も
ち
米
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
で
す
が
、
よ
り
一
層
の
振
興
を
図

る
た
め
の
組
織
と
し
て
、
令
和
３
年

12
月
10
日
に
生
産
者
３
名
で
構
成
さ

れ
る
「
飯
舘
村
あ
ぶ
く
ま
も
ち
生
産

組
合
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
生
産
組
合
が
、
令
和

４
年
１
月
18
日
付
で
県
と
「
あ
ぶ
く

ま
も
ち
」
の
種
苗
許
諾
契
約
を
締
結

し
、
種
も
み
の
生
産
を
行
う
権
利
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
は
村
内
の
圃
場
60
ア
ー

ル
で
、
ま
ず
は
種
も
み
の
生
産
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
令
和

５
年
の
本
格
栽
培
と
作
付
面
積
の
拡

大
に
向
け
、
村
と
し
て
振
興
し
て
い

き
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
、
村
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
に
よ
り
、
１
月
31
日
現
在
で

イ
ノ
シ
シ
３
３
０
頭
、
サ
ル
58
匹
を

捕
獲
し
て
い
ま
す
。

（
紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

村
長
村
政
報
告

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
１
１
８
５
万
１

千
円
を
減
額
し
、
総
額
１
８
２
億
９

１
６
４
万
３
千
円
と
す
る
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
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０
０
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・
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学
見
込
み
数

村
道
の
除
雪

河
川
等
清
掃
業
務

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
等
緊
急
整
備
事
業

あ
ぶ
く
ま
も
ち
関
係

鳥
獣
被
害
対
策

令和４年  第２回令和４年  第２回

飯舘村議会定例会飯舘村議会定例会

⃝３月議会定例会⃝
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飯
舘
村
役
場
の
各
課
・
各
係

の
連
絡
先
一
覧
を
掲
載
し
ま

す
。
今
年
度
か
ら
、
村
づ
く
り
推

進
課
の
企
画
係
と
定
住
交
流
係
が

「
企
画
定
住
係
」
に
統
合
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
建
設
課
農
林
土
木

係
が
「
農
業
基
盤
再
生
係
」
と

な
り
ま
す
。
業
務
内
容
や
連
絡

先
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
人
事
異
動
に
よ
る
新

体
制
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
は
広
報
か
ら
取

り
外
し
て
使
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

おしらせ
令和４年度版

り災証明書の申請受付

3月16日福島県沖地震
報告

　３月16日午後11時36分、福島県沖を震源とするマグニチュード７.４の地震が発生し、飯舘村では震度６
弱を観測しました。
　この地震の最大震度は、福島県の国見町・相馬市・南相馬市、宮城県の登米市・蔵王町で観測された
震度６強で、福島県・宮城県の全域が「災害救助法」適用地域に指定されました。
　村では、地震の直後から関係職員が役場に駆けつけ、災害対策本部を立ち上げて、被害状況の確認
や対応にあたりました。翌17日には、断水していた深谷地区・大平地区で、自衛隊による給水を実施。また、
行政区の協力を得ながら被害状況の確認を継続し、村内約90軒で屋根瓦の落下が確認されたことから
総務課総務係を窓口に応急処置用ブルーシートを配布しました。

　３月22日から、この地震で家屋などに被害を受けた方に対して、り災証明書の申請受付を行ってい
ます。受付場所は住民課税務係（飯舘村役場１階）です。本人確認ができるものと、被害状況が分かる
写真をご持参ください。後日現地調査を行った後に、り災証明書を発行します。　

問 住民課税務係☎0244-42-1615

今回の地震に関する追加の情報は「お知らせ版」等で引き続きお知らせしてまいります。
手続き等の際には、最新の情報をご確認ください。

●東北電力では、被災した利用者からの申し出に応じて、電気料金等の特別措置を行います。特別措置
の内容は、「電気料金の支払い期日の延伸」「不使用月の電気料金の免除」「工事費負担金の免除（要
件あり）」「臨時工事費の免除（要件あり）」「使用不能設備に相当する基本料金の免除」で、それぞれに
期限等があります。申し込み方法の詳細は、フリーダイヤル☎︎0120-066-774まで。もしくは最寄りの東北電
力窓口にお問い合わせください。

道路や農地にひび割れや地割れが発生しました

墓石の被害が多数確認されています

家屋や塀、のり面などへの被害も報告されています

震度６弱の揺れで屋根瓦の落下が相次ぎました

飯舘村で震度６弱

令和４年４月号令和４年４月号 1414令和４年４月号令和４年４月号1515
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流
セ
ン
タ
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「
ふ
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令和４年４月号 16令和４年４月号17

飯舘村役場  各係連絡先

本　
　
　

庁

総　務　課

総　務　係
☎ 0244-42-1611 消防・防災、選挙、法令、行政区長会、情報公開等

財　政　係
☎ 0244-42-1612 予算・決算、入札、地方交付税、ふるさと納税・義援金等

村 づ く り
推　進　課

企 画 定 住 係
☎ 0244-42-1613

総合計画、復興拠点整備、広報・広聴、情報通信基盤整備、
景観、移住・定住、空き家・空き地バンク等

商 工 観 光 係
☎ 0244-42-1620 企業支援、就労・雇用支援、観光関係等

住　民　課

住　民　係
☎ 0244-42-1618

戸籍、住民票、各証明発行、国民健康保険、後期高齢者医療、
国民年金、ごみ、防犯、浄化槽、畜犬、マイナンバー等

税　務　係
☎ 0244-42-1615

地方税の賦課・収納、所得税・住民税の申告相談、
各税証明発行等

産業振興課

農 政 第 一 係
☎ 0244-42-1621

農業振興、農業復興、就農支援、農地中間管理事業、
畜産等

農 政 第 二 係
☎ 0244-42-1625

営農再開支援事業、環境再生事業、獣害対策、モニタリング、
水田農業、林業、中山間・多面的事業、土地改良区等

農業委員会
事務局

☎ 0244-42-1621
（農 政 第 一 係内） 農業委員会運営、農地法許可申請関係、農地中間管理事業

建　設　課

建 設 管 理 係
☎ 0244-42-1624

村営住宅の入退去・維持管理、簡易水道・農業集落排水施
設の維持管理等

土　木　係
☎ 0244-42-1623 村道、橋梁、河川整備・維持管理等

農業基盤再生係
☎ 0244-42-1610 農業基盤整備、農林土木施設の整備・維持管理等

教　育　課 学 校 教 育 係
☎ 0244-42-1631

認定こども園、義務教育学校、学童保育、預かり保育、
スクールバスの運営等

会　計　室 ☎ 0244-42-1627 村行政に関する会計業務

議会事務局 ☎ 0244-42-1628 村議会運営に関すること

生涯学習課

生 涯 学 習 係
☎ 0244-42-0072

（ふれ愛館）

☎ 0244-42-0152
（スポーツ公園管理棟）

生涯学習事業、青少年事業、男女共同参画、読書推進、
文化財保護、伝統文化関係等

社会体育、スポーツ公園、パークゴルフ場等

い
ち
ば
ん
館

健康福祉課

健　康　係
☎ 0244-42-1637

健康増進、成人健診、乳幼児健診、子育て相談、心の相談、
予防接種等

福　祉　係
☎ 0244-42-1633

高齢者福祉、介護保険、介護認定、介護予防、障がい者福祉、
児童手当、子育て支援、児童福祉等

地域包括支援センター
☎ 0244-42-1626

高齢者総合相談、高齢者権利擁護相談、介護予防ケアマ
ネジメント等

総 務 課

村づくり推進課

建 設 課

会 計 室

住 民 課

健 康 福 祉 課

監 査 委 員

議 会 事 務 局

事 務 局

学 校 教 育 係

生 涯 学 習 係

総 務 係

財 政 係

企 画 定 住 係

住 民 係

健 康 係

福 祉 係

地域包括支援センター

 
  

教 育 課

までいの里のこども園

生　涯　学　習　課

農 政 第 一 係

農 政 第 二 係

建 設 管 理 係

土 木 係

経 理 係

総務係長　今野 智和/糯田 文也（併）/小林 徳弘/髙橋 萌育/大橋 未来（新）
庄司 稔（自治労福島県本部）

財政係長　松下 義光/松下 秀平/椛澤 博一

企画定住係長　齋藤 博史/髙野 琢子/藤井 慎悟/室井 麻矢/菅野 裕日子
石井 宏和（任）

健康係長　髙橋 由文/齋藤 愛子/横田 美江子/國分 志保理/渡邉 陽子（任）
髙橋 廣美（任）/落合 庸子（任）/川﨑 弘子（任）

福祉係長　佐藤 由美子/佐藤 将樹/伊藤 直美/原田 朋/菅野 八重子（任）

地域包括支援センター係長　佐藤 こずえ/大河原 愛美/佐藤 正幸（任）
壹岐 敬（任）/菅野 奈央（任）　

農政第一係長　渡部 誉典/松本 義之/大谷 暁永/渡辺 秀一（任）
遠藤 健（農林水産省）/横山 健（県）

農政第二係長　髙倉 常成/佐藤 宣清/羽田 美和/今井 一起/川村 初子（土地改良区）
北原 美幸（地域農業再生協議会）

建設管理係長　八巻 光広/髙橋 直也/髙橋 淳一（任）/大槻 重宏（任）
後藤 秀文（県任）

土木係長　松下 貴雄/髙木 将寛/三好 康之（県任）/野村 厚久（県任）

農業基盤再生係 主任主幹兼農業基盤再生係長　松浦 功（農林水産省）/羽田 一/大和田 諒（新）
加藤 福雄（任）/榎本 雅己（任）/中島 栄重（任）/今井 賢二（任）/塚原 健太郎（任）

経理係長　志賀 春美/菅野 彩

参事兼局長　細川 亨/伊藤 博樹（併）/髙野 琢子（併）/糯田 文也（併）
小林 徳弘（併）/藤井 慎悟（併）/室井 麻矢（併）/髙橋 萌育（併）/大橋 未来（併）

書記長　細川 亨（併）/伊藤 博樹

学校教育係長　髙橋 美穂/蓮實 修一（指導主事）
北原 美樹/遠藤 喜行（任）/小暮 俊和（任）

副園長　三品 勝彦（任）/主幹保育教諭　鈴木 美智子/菅野 優/林 博美/木幡 貴彦
安藤 祥子/木幡 房実/塙 啓世/清野 遥/中井田 多美子（任）/宮地 祥子（任）
佐藤 幸子（任）園長　石川 幸男（会）

参事兼課長　藤井 一彦

課長　高橋 政彦

生涯学習係長　多田 朋永/稲葉 修/大森 真（任）/佐藤 明美（任）
杉浦 由憲（任）

教
育
委
員
会
事
務
局

住民係長　高橋 由香/安齋 天（新）/星 敬/菅野 未歩/豊永 拓也（任）
木幡 悦子（任）

税 務 係 税務係長　荒 真一郎/來海 裕一/実沢 澪/庄司 伸也/万福 大輔

課長  村山 宏行

課長  佐藤 正幸

課長  山田 敬行

課長  石井 秀徳

産 業 振 興 課
課長  三瓶 真

課長  髙橋 栄二

会計管理者  山田 敬行（兼）

教
育
長
　
遠
藤 

哲

※太字になっているのが、今回の昇格・異動者です。
※紙面の都合上、主に正規職員、任期付職員、派遣職員を記載し、
　職名を一部省略しています。（新）…新規採用職員　（任）…任期付職員
　（市町村名）…派遣職員　（併）…他部署との併任　（兼）…他業務との兼任
　（会）…会計年度任用職員

農 業 委 員 会 事務局長  三瓶 真（併）/事務局次長　渡部 誉典（併）/草野 健太郎

書記長　村山 宏行（併）/今野 智和（併）/糯田 文也選 挙 管 理 委 員 会

商 工 観 光 係 商工観光係長　渡部 朋子/瀬川 雅幸/佐藤 勝一（任）

き まち

髙
橋 

祐
一

副
村
長

杉
岡 

誠

村
長

退 職 者 髙橋 正文/齊藤 ひろみ/赤石澤 愛
（令和４年3月31日付）

令和４年４月１日付で、職員の人事異動が行われました。令和４年度の体制は次のとおりです。
令和４年度　村の組織と職員の配置



問 健康福祉課健康係☎0244-42-1637

ほけんとふくし

主な施設の連絡先

いいたてスポーツ公園

交流センター「ふれ愛館」

いいたて希望の里学園

までいの里のこども園

飯舘村社会福祉協議会

サポートセンター「つながっぺ」

飯舘村伊丹沢字山田380番地
☎ 0244-42-0152   FAX 0244-42-1300
開館時間：午前9時～午後9時
※利用申込がない平日は午後5時15分に閉館。
休館日：年末年始
※平日の午後５時15分以降、土・日・祝日は、
   事前予約の上、自主管理で利用が可能です。
※予約がない土・日・祝日は休館します。

飯舘村草野字大師堂17
☎ 0244-42-0072   FAX 0244-42-0860
開館時間：午前8時30分～午後9時　　
※利用申込がない平日は午後5時15分に閉館。
休館日：年末年始
※平日の午後５時15分以降、土・日・祝日は、
   事前予約の上、自主管理で利用が可能です。
※予約がない土・日・祝日は休館します。

飯舘村伊丹沢字山田380番地
☎ 0244-42-0003
※入学などに関するお問い合わせは
  飯舘村教育委員会 ☎ 0244-42-1631

飯舘村伊丹沢字山田380番地
（いいたてクリニック内）

☎ 0244-26-5207
※利用登録は飯舘村社会福祉協議会（上記）へ

飯舘村伊丹沢字山田380番地
☎ 0244-42-0229
※入園などに関するお問い合わせは
  飯舘村教育委員会 ☎ 0244-42-1631

飯舘村伊丹沢字伊丹沢571番地
（陽だまりの家）

☎ 0244-42-1021　FAX 0244-42-1040

公共施設などの住所と連絡先をまとめました

接種対象者：18歳以上の２回目接種完了から６か月を経過した方 
接 種 場 所：村内または避難先
                  （村内居住者については福島市との協定により福島市内での接種も可能です） 

いいたてスポーツ公園いいたてスポーツ公園

交流センター「ふれ愛館」交流センター「ふれ愛館」

いいたて希望の里学園いいたて希望の里学園

までいの里のこども園までいの里のこども園

サポートセンターつながっぺサポートセンターつながっぺ
※手前はいいたてクリニック※手前はいいたてクリニック

● 新型コロナワクチンの追加接種（３回目接種）について ●

● 追加接種の対象・接種場所について 

● 村内での追加接種について 
接 種 方 法：集団接種 
接 種 場 所：活性化センターいちばん館（飯舘村伊丹沢字伊丹沢571番地） 
接 種 日 程：令和４年２月23日・24日、３月２日・４日・24日～26日 
                        ※接種日時は村が指定します。４月以降も実施します。 
接 種 対 象：２回目接種から６か月を経過し、意向調査で村内接種を希望した18歳以上の方 

● 避難先での追加接種について 
　避難先の市町村ごとに接種時期や接種の方法が異なります。避難先の指示による方法で接種
の予約等の手続きをしてください。 

ワクチン接種に関するご質問・ご相談は健康
係までお問い合わせください。１回目・２回
目の接種が完了していない方で、接種を希望
される方もご連絡ください。 

お知らせ

「村民の森あいの沢」オートキャンプ場  再開準備中！
　　「村民の森あいの沢」は、浮き橋のかかるため池、「宿泊「村民の森あいの沢」は、浮き橋のかかるため池、「宿泊
体験館きこり」、オートキャンプ場、民家園などが点在する体験館きこり」、オートキャンプ場、民家園などが点在する
約50haの広大なエリア。木漏れ日が揺れる遊歩道には、み約50haの広大なエリア。木漏れ日が揺れる遊歩道には、み
かげ石製の「あいの句碑」が配置されていて、震災前は休日かげ石製の「あいの句碑」が配置されていて、震災前は休日
を中心に多くの利用客でにぎわっていました。を中心に多くの利用客でにぎわっていました。
　「あいの沢」は、これまで「きこり」を除く施設の営業を　「あいの沢」は、これまで「きこり」を除く施設の営業を
停止していましたが、オートキャンプ場の再オープンが決定停止していましたが、オートキャンプ場の再オープンが決定
し、現在その準備が進められています。再開のスケジュールし、現在その準備が進められています。再開のスケジュール
や利用方法などは改めてお知らせします。や利用方法などは改めてお知らせします。

宿泊体験館きこり宿泊体験館きこり
手前はコテージ手前はコテージ

高原の風がわたる高原の風がわたる
水辺の風景水辺の風景

問 村づくり推進課商工観光係☎0244-42-1620
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飯舘
百景

　
雪
解
け
が
進
み
、日
に
日

に
春
ら
し
さ
が
実
感
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
中
は
寒
の
戻
り
が
厳

し
く
、進
み
か
け
て
い
た
春

の
歩
み
が
、何
度
も
後
戻
り

を
し
ま
し
た
。お
彼
岸
中
の

22
日
に
も
、名
残
り
雪
が
降

り
し
き
り
、あ
っ
と
い
う
間

に
村
全
体
を
真
っ
白
に
染
め

ま
し
た
。

　
飯
舘
の
春
を
告
げ
る
の

は
、「
マ
ン
サ
ク
の
花
」で
す
。

マ
ン
サ
ク
に
は「
満
作
」「
万

作
」と
い
う
縁
起
の
よ
い
漢

字
が
あ
て
ら
れ
ま
す
。語
源

は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、早
春
に
咲
く
こ
と
か
ら
、

「
ま
ず
咲
く
」が
転
じ
て
マ

ン
サ
ク
と
な
っ
た
と
い
う
説

が
あ
る
そ
う
で
す
。冬
枯
れ

の
林
で
真
っ
先
に
、黄
色
い

花
を
咲
か
せ
ま
す
。金
縷
梅

（
き
ん
る
ば
い
）の
別
名
も

あ
り
ま
す
。

　
雪
が
解
け
、マ
ン
サ
ク
の
花

が
林
で
そ
っ
と
咲
い
た
頃
、村

で
一
番
春
が
早
い
大
倉
地
区

で
は
、梅
の
花
が
ほ
こ
ろ
び
、

は
や
ま
湖
が
少
し
霞
ん
だ
空

の
色
を
映
し
て
い
ま
し
た
。

湖
畔
は
こ
れ
か
ら
芽
吹
き
の

淡
い
緑
に
ど
ん
ど
ん
染
ま
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。

　
牧
草
地
や
野
原
で
も
、野

の
草
が
一
斉
に
小
さ
な
葉
を

広
げ
始
め
ま
し
た
。行
き
つ

戻
り
つ
の
春
の
歩
み
に
、し
び

れ
を
切
ら
し
て
い
た
は
ず
で

す
。オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
も

か
わ
い
ら
し
い
花
を
ポ
ッ
ポ
ッ

と
開
い
て
、気
持
ち
よ
さ
げ

に
陽
の
光
を
浴
び
て
い
ま
し

た
。花
咲
き
乱
れ
る
春
本
番

が
、も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い

ま
す
。

春の幕開け

草野地区の県道沿いで春を告げるマンサクの花

３月25日、ひと足先に大倉地区で咲いていた梅の花

オオイヌノフグリが一面に咲いて、小宮地区の
農地の畔（あぜ）が小花柄になっていました。枯
れ草を押しのけ顔を出した野の草も、小さな葉
を精一杯に広げていました。芽吹きの春です。

早春の空の色にほんのり染まるはやま湖

令和４年４月号令和４年４月号 2020令和４年４月号令和４年４月号2121



学びの広場

　２月25日、６年生と杉岡村長による『タウンミー
ティング』が開かれました。児童は、農業・商業・医
療などをテーマに、村の現状や方針について質
問。加えて課題解決に向けた提案も行いました。
杉岡村長は「学びの様子に感心しました。一歩進
んだ提案をありがとうございます」と感謝。児童も
「復興について話し合えてよかった」「またやって
みたい」と達成感を得ていたようです。

　３月８日、後期課程の生徒が『いいたて学』の
学びの成果を杉岡村長に報告しました。報告
会は学園と村役場をオンラインで結んで行われ
ました。７年生はこれまでの村について学び作
成したレポートと映像を、８年生は現在の村を
取材した「いいたて名人図鑑」を、９年生はホス
トタウンプロジェクトの集大成となったデザイン
の活用を、それぞれいきいきと報告しました。

　３月９日、『飯舘村食を考える会』から学園の
卒業生に、卒業祝い品が贈呈されました。今年
は、健康を願うお守り「さるぼぼ」やオリジナル
のハガキなどが贈られました。この日は会を代
表して菅野一代さん（比曽）と田村紀惠子さん
（二枚橋・須萱）が出席し、「制限ある学校生
活を過ごした経験は、必ず今後の自信につなが
るはずです」とエールを送りました。

　３月15日、５年生と、鹿児島県出水（いずみ）
市立下水流（しもずる）小学校の５年生がオン
ラインによる交流学習を行いました。下水流小
学校は震災後から長きにわたり、村の学校に
本や文房具、お米などの物資を支援してくだ
さっています。最初は緊張している様子の児
童達でしたが、徐々に打ち解け、終盤の質問
の時間は互いに大盛り上がりでした。

 学園
NEWS

鹿児島の小学校と
オンライン交流学習

 学園
NEWS

食を考える会から
卒業生へ卒業祝い品

 学園
NEWS

後期課程の生徒から
学びの成果が届く

６年生が村長に提案
      タウンミーティング

いいたて希望の里学園　卒業式までいの里のこども園

　
卒
業
式
は
３
月
11
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。関
係
各
位
が
式
辞

や
祝
辞
で「
困
難
を
乗
り
越
え

伝
統
や
絆
を
未
来
に
つ
な
い
だ
」

と
13
人
の
卒
業
生
を
讃
え「
培
っ

た
力
を
財
産
に
」と
前
途
を
励

ま
し
ま
し
た
。ま
た
、在
校
生
の

礒
山
姫
夢
さ
ん
が
、卒
業
生
の

優
し
さ
や
独
創
性
、情
熱
に
満

ち
た
姿
に
触
れ「
功
績
を
受
け

継
ぎ
よ
り
よ
い
学
校
を
つ
く
り

た
い
」と
送
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

答
辞
を
述
べ
た
庄
司
大
夢
さ
ん
は

「
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
経
験
」

だ
っ
た
と
数
々
の
挑
戦
を
振
り
返

り
、「
今
以
上
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
学
園
に
」と
願
い
を
伝
え
、学

び
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

清々しい表情で一人ひとりが壇上に上がり、
山田徹校長から卒業証書を受け取りました

庄司大夢さんの答辞。学園やふるさとへの想
いにあふれ出席者一同が胸を熱くしました

 学園
NEWS

ひ

　

  

な

ひ 

ろ  

む

石川園長から修了証書を受け取る卒園児。それ
ぞれの成長が感じられる立派な態度でしたね

大切な歌に心を込めて。楽しい思い出がいっ
ぱいの園舎に卒園児が歌声を響かせました

　
３
月
18
日
に
卒
園
式
が
行
わ

れ
、19
人
が
修
了
を
迎
え
ま
し

た
。こ
の
日
、卒
園
児
の
胸
に
は
保

護
者
手
作
り
の
コ
サ
ー
ジュ
。一人
ひ

と
り
が
堂
々
と
胸
を
は
っ
て
式
に

臨
み
、石
川
幸
男
園
長
か
ら
修
了

証
書
が
手
渡
さ
れ
る
と
、「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
しっ
か
り
大

き
な
声
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、園
児
が
保
護
者
に
花

束
を
手
渡
し
た
り
、「
洗
濯
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」「
いつ
も
お

い
し
い
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」と
日
頃
の
感
謝
を
伝

え
た
り
し
て
、成
長
し
た
姿
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

ずっといっしょのともだち  卒園式
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いいたて便り

自然の音と音楽が融け合う
「景色の見える音楽会」

　NHK「ラジオ深夜便」などでおなじみのピアニ
スト、守時タツミさんのコンサート『景色の見える音
楽会』が、３月５日に、交流センター「ふれ愛館」で
開かれました。守時さんは震災後、仮設住宅など
でも演奏会を開いて村民に寄り添い、その後もた
びたび村を訪れていましたが、コロナ禍により１年
半ぶりのコンサートとなりました。
　飯舘をはじめとした全国各地の自然の音と、そ
れに融け合うピアノの美しいメロディーに、約60人
の村民が聴き入っていました。

農産物をまちのスーパーへ
新流通体制がスタート

　３月24日、『飯舘村産農産物のヨークベニマルへ
の初出荷式』が草野集会所で行われました。仲卸
会社の㈱マルセイが同集会所で集荷し、㈱ヨークベ
ニマルの福島・伊達地区店舗で販売するという新た
な流通が始まります。この日は出荷した生産者らが、
初出荷に立ち会いました。㈱ヨークベニマルの真船
幸夫代表取締役社長は、「農産物をきっかけに、飯
舘村の復興に尽力させていただきたい」と村への思
いを述べました。丹精込めて作られた村の農産物
が、村外発信への大きな一歩を踏み出しました。

村は､村主催のイベントや村民の皆さんの取り組みを取材し､広報紙･ホームページ等に掲載し
ています｡写真掲載に不都合がある方は､村づくり推進課企画係までご連絡ください。

佐藤八郎議員  在任27年
全国町村議会議長会が表彰
　飯舘村議会の佐藤八郎議員が在任27年を迎
え、全国町村議会議長会から表彰を受けました。
伝達式は、２月28日に、村議会事務局で行われ、
佐藤一郎議長が佐藤八郎議員に表彰状を伝達
しました。佐藤議員は長きにわたる議員活動を振
り返り「村民の声を聞き、行政と村民の間に立っ
て提案を行ってきた。原発事故を経て議員活動
は変化したが、住民の話を聞くという土台は変わ
らない。村長を先頭に希望のある村づくり・村民の
暮らしづくりを担っていきたい」と話していました。

飯舘村消防団の防火パレード
ふるさとを火災から守ろう
　３月６日、飯舘村消防団が、消防飯舘分署など
と協力し「防火パレード」を行いました。
　キャッチフレーズに「おうち時間 家族で点検 
火の始末」を掲げた「令和４年春季全国火災予
防運動」（３月１日から７日）に合わせて実施したも
のです。春先は空気が乾燥するなどして火災が
発生しやすい時季。交流センター「ふれ愛館」の
駐車場で出発式に臨んだ消防団の団員は、それ
ぞれのポンプ車に乗り込み、小雪が舞う中、各行
政区に分かれて「火の用心」を呼びかけました。

元気アップポイント表彰式
３人が50ポイントを達成

　３月23日、交流センター「ふれ愛館」で『いいた
て元気アップ・ポイント事業表彰式』が行われまし
た。今年の受賞者は佐藤チヨ子さん（前田）、松
下清子さん（宮内）、西村美喜子さん（深谷）の３
人。表彰状と、道の駅の商品券5,000円分が贈ら
れました。元気アップポイントは、生涯学習事業に
参加したり、本を借りたりすることで１ポイントが付
与される事業で、50ポイント達成した方を対象に
表彰を行います。ご家族でポイントを合算すること
もできますので、ぜひご参加ください。

「Maday Coffee」で広がる応援
四季を彩る樹木を寄贈
　佐藤俊彦さん（草野）が、勤務先の（株）鈴木コー
ヒー（新潟県）で開発に携わった「までいコーヒー」
を返礼品にクラウドファンディングを実施し、全国から
寄せられた資金を元に、村へ樹木を寄贈しました。
植樹のセレモニーは３月７日に行われ、桜、サルスベ
リ、紅葉、モミの木の４種の樹木が、「ふかや風の子
広場」に植えられました。佐藤さんは「村のため、子ど
も達のために行動したいと考えてきた。四季折々に
訪れる人を笑顔にできたらうれしい」と晴れやか。植
樹した若木に「大きくなれよ」と声をかけていました。

「までいコーヒー」を手にする佐藤さん（左から２人
目）。母親の美津子さん（同３人目）らも見守りました

平成５年の初当選から７期にわたり村議会議員を
務める佐藤議員。永年の功績を讃える表彰です

「ひぐらし」「秋風にのって」「雪花」の飯舘三部作を
はじめメロディの美しい12曲が演奏されました

「火の用心」を呼びかける「防火パレード」は交流セ
ンター「ふれ愛館」の駐車場からスタートしました

コロナ禍の中、家で過ごす時間を読書で有効活用
し、コツコツ取り組んだ成果が表彰されました

（左から）杉岡村長、㈱リファー（臼石）、髙野笑子さん
（前田・八和木）、福相農園（小宮）、㈱ダイサン（前田・

八和木）、真船代表取締役社長

までい コーヒー

令和４年４月号令和４年４月号 2424令和４年４月号令和４年４月号2525



話題のパレット連載「はなれていても」 　故郷を離れて暮らす方々のそれぞれの言葉に耳を傾けます

　
今
一
番
さ
び
し
い
の
は
長
泥
の

家
が
解
体
さ
れ
た
こ
と
。除
染

と
合
わ
せ
て
解
体
が
進
ん
だ
訳

だ
け
れ
ど
、こ
の
実
感
を
ど
う
表

現
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
。こ
れ

か
ら
避
難
指
示
解
除
を
迎
え
て

も
、そ
こ
が
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト

地
点
で
、そ
こ
か
ら
が
大
事
だ
。

　
夢
の
あ
る
復
興
を
願
っ
て
い

る
。帰
還
困
難
区
域
と
し
て
だ

け
で
な
く
、中
山
間
地
域
の
モ
デ

ル
に
な
れ
る
よ
う
な
。そ
れ
に
は

道
し
る
べ
と
な
る
全
体
的
な
ア

イ
デ
ア
が
ほ
し
い
。先
進
的
な
ハ

は
な
れ
て
い
て
も

鴫
原 

良
友

　

さ
ん 

（
長 

泥
）
福
島
県
福
島
市
在
住

交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」だ
よ
り

　
芥
川
賞
受
賞
作「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
」（
砂
川
文

次
）、直
木
賞
受
賞
作「
塞
王
の
楯
」（
今
村
翔
吾
）な
ど

話
題
作
が
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
加
わ
り
ま
し
た
。図
書
貸

し
出
し
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ウ
ス
農
業
で
も
、工
業
で
も
い
い
。

し
っ
か
り
デ
ー
タ
を
取
っ
た
上
で
、

市
場
に
認
め
て
も
ら
え
る
の
か
、

そ
こ
ま
で
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
。環
境
再
生
事
業
も
同

様
だ
。基
盤
整
備
を
し
て
平
ら
に

な
っ
た
か
ら
何
か
や
っ
て
く
れ
と

言
わ
れ
て
も
、こ
の
11
年
、年
齢

を
重
ね
た
我
々
に
は
難
し
い
。

　
震
災
当
時
は
行
政
区
長
。皆

を
信
頼
し
、自
分
と
違
う
意
見

を
大
事
に
考
え
た
。皆
答
え
が

違
う
し
思
い
も
違
う
け
れ
ど
、そ

れ
ぞ
れ
が
正
し
い
の
だ
か
ら
。角

度
を
少
し
変
え
て「
こ
う
い
う
考

え
も
あ
る
」と
飲
み
込
む
雰
囲

気
が
大
切
だ
。反
発
が
逆
に
勇

気
や
力
を
く
れ
た
と
も
思
う
。

落
ち
込
ん
だ
り
泣
い
た
り
も
し

た
が
諦
め
た
く
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
11
年
、す
ご
く
長
か
っ
た
。

今
は
あ
ま
り
先
の
こ
と
ま
で
は

考
え
ら
れ
な
い
。今
日
１
日
を
悔

い
な
く
生
き
た
い
と
思
って
い
る
。

　
元
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
の

だ
か
ら
、皆
が
変
わ
る
覚
悟
を
持

た
な
い
と
い
け
な
い
。こ
れ
ま
で
と

は
違
う
色
合
い
の
幸
福
が
感
じ

ら
れ
る
故
郷
に
な
って
ほ
し
い
。

　
年
に
４
回
、皆
で
草
刈
り
を
し

て
、そ
れ
ぞ
れ
自
宅
周
り
も
や
っ

て
き
た
か
ら
、「
帰
還
困
難
区
域

で
あ
ん
な
に
き
れ
い
な
所
は
な

い
」と
言
わ
れ
て
き
た
。都
市
部

の
人
も
リ
モ
ー
ト
で
仕
事
が
で

き
る
時
代
。全
国
か
ら
、あ
る
い

は
世
界
か
ら
、長
泥
の
復
興
に
関

わ
って
み
た
い
人
が
、数
人
か
ら
で

も
い
い
、来
て
く
れ
た
ら
と
思
う
。

自
分
自
身
が
で
き
な
く
な
っ
て

も
、長
泥
を
何
と
か
残
し
た
い
。

そ
う
願
って
い
ま
す
。

お
す
す
め
図
書
を
紹
介
し
ま
す

身近な話題を
お寄せください
☎0244-42-1613
村づくり推進課企画係

　２月22日、小林丈二さん・千代子さん（前田・八
和木）夫婦が生産する「タラの芽」が、フレスコ
キクチ鹿島店、ヨークベニマル原町店・原町西店
（いずれも南相馬市）の３店舗に出荷されまし

小林さんがタ
ラの芽を出荷

　２月、役場に１通の手紙と折り雛が届きました。
送り主は、昨年も手作りの折り雛を送ってくださっ
た横浜市在住の飯尾幸子さん（令和３年４月号
掲載）。今年は、それぞれ柄の異なる着物を着た
お内裏様とお雛様が３組。すべて手作りで細部ま
で丁寧に作られています。離れていても、村へ想
いを寄せ続けてくれる方がいる証です。

折り雛と想いを受け取りました

　長泥地区で環境省が村民と共に試験栽培し
ている花を使ったドライフラワーを、３月２日より役
場庁舎内に展示しています。使われている花は、
昨年９月に刈り取りをしたトルコギキョウ、カスミ草、
リンドウ。３か月ほどかけて乾燥させ、保存用のガ
スを注入したガラスドームに密封することで、長期
保存可能なドライフラワーに生まれ変わりました。

色鮮やかに長泥の花を加工

里山×アートinいいたて

ブラックボックス
砂川文次  著
発行  講談社

（第166回芥川賞受賞）

　交流センターが主催する「わくわく農業体験塾」「わくわく農業体験塾」で3月
13日、「こんにゃくと白菜キムチの手作り教室」が行われ
ました。前田地区の細杉今朝代さん宅で開かれた教室に
は14人が参加。全員初めてのこんにゃく作りでは、講師の
齊藤次男さん（深谷）の指導でこんにゃく芋をすりつぶし
煮詰めて凝固剤を入れ、2時間半近くをかけ10㎏のこん
にゃくを作り上げました。塾生達は作りたてのこんにゃく
の澄み切ったおいしさに驚いていました。

で
き
た
て

で
き
た
て

ぷ
る
ぷ
る

ぷ
る
ぷ
る

た。店舗によると、地場産品は人
気が高く、売り上げも良いとのこ
と。小林さん夫婦は、思いを込め
て丁寧に商品を陳列しました。

現在は村長室
で大切に飾ら
れています

松田さん

　３月上旬、改装が進む旧コメリで、国内外の第
一線で活躍する彫刻家・松田重仁さんの木彫制
作が公開されました。材料は村内で伐採された
ケヤキ。チェーンソーを使った粗彫りには菅野清
さん（佐須）らも協力しました。「ふくしま再生の会」
（田尾陽一理事長／佐須）のプロジェクト「里山
×アートinいいたて」の一環で、
作品の公開は５月の予定。

令和４年４月号令和４年４月号 2626令和４年４月号令和４年４月号2727



おしらせ

方言がテーマのミニ動画「ネイティブ・ス
ピーカーズ飯舘言葉の達人たち」の一場面
※各号裏表紙をご覧ください

村
民
と
村
を
つ
な
ぐ
広
報
紙
を
目
指
し
て

た
、同
コ
ン
ク
ー
ル
の
全
市
町
村
を
対
象
と
し
た
映
像
部
門
で
、「
ネ
イ
テ
ィ

ブ・ス
ピ
ー
カ
ー
ズ
飯
舘
言
葉
の
達
人
た
ち
」が
佳
作
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　飯
舘
村
の
広
報
紙
は
、毎
号
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。村
は
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
も
、各
種
取
材
に
快

く
応
じ
て
く
だ
さ
る
村
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
い
た
だ
い
た
賞
で
あ
る
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。日
頃
よ
り
の
ご
協
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　一方
の
動
画
は
、広
報
紙
を
き
っ
か
け
に
、各
種
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
に
も

親
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
始
ま
っ
た
企
画
で
、飯
舘
の
方
言
を
学
び
な
が
ら
、

ゆ
る
く
楽
し
く
手
作
り
の
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。普
段
は
動
画
に
あ

ま
り
触
れ
る
機
会
の
な
い
方
も
、得
意
な
若
者
に
ち
ょっ
と
聞
い
て
み
た
り

し
て
、試
し
に
ご
視
聴
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

第
67
回
福
島
県
市
町
村
広
報
協
会
コ
ン
ク
ー
ル
の
広
報
紙
部
門
で
、

「
広
報
い
い
た
て
」が
町
村
の
部
の
佳
作
に
入
賞
し
ま
し
た
。ま

福
島
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
を
報
告
し
ま
す

「いいたての蕎麦」を特集した広報いいたて
（令和３年６月号）の紙面

令和４年３月号令和４年３月号 2828令和４年４月号 28

暮らしの情報 
● 申告相談の延長について

● 印鑑登録証のデザインが変わります

PICK UP ピックアップ

● 高速道路の無料延長措置について

● ごみ収集について

● 生活支援ワゴンの運行について

● 野焼きについて

　新型コロナ感染拡大の影響で期限までの申告・納付が難しい方に対し、期限の延長が国税庁
より示されました。該当する方の申告相談を4月15日まで延長しています。 対象は村県民税及び
所得税の確定申告です。ご希望の方は予約をしてください。   問 住民課税務係☎0244-︎42-︎1615 問

　一時帰宅等の支援を目的とする高速道路の無料措置（ふるさと帰還通行カード）
は令和４年４月１日から令和５年３月31日まで実施期間が延長されました。今回
から本来の目的に合う利用となるよう、車種が中型車以下に限定されます。新し
いカードはネクスコ東日本から直接利用者へ送付されます。   問 住民課住民係☎0244-︎42-︎1618  問

　収集日や分別方法は、全戸配付の「令和４年度飯舘村ごみ収集表」でご確認ください。今年度
から、村営住宅がある草野、深谷、飯樋町、臼石の４行政区と笠石住宅団地については、燃やす
ごみの収集が週２回となります。収集曜日が変更になる地区もありますので、ご確認ください。 
ごみの分別と減量化に、引き続きご協力をお願いします。  問 住民課住民係☎0244-︎42-︎1618  問

　村は、飯舘村社会福祉協議会に委託し、買い物等のためのワゴン車を運行しています。買い物
の他、「いいたてクリニック」や金融機関等への移動にもご利用いただけます。  利用には事前の
予約が必要になりますので、下記までご連絡ください。  【予約】サポートセンターつながっぺ☎
0244-︎26-︎5207     【運行日程】月・水・金曜日は川俣町への買い物運行／火・木曜日は「いいたて
クリニック」等村内　問 健康福祉課福祉係☎0244-︎42-︎1633問

　令和４年以降の野焼きについては、行政区を主体として住民に周知されていることを基本に、
乾燥期や強風時等を除きいつでも実施ができることとします。 実施にあたっての種々の条件を
満たしているか確認をした上で、届け出してください。 ①野焼きは基本的に廃棄物の処理及び
清掃に関する法律で禁止されていますが、農林業等を営む上で止むを得ない範囲でのみ例外
として行うことができます。 ②行政区内の野焼き計画を取りまとめの上、区長が届け出てくださ
い。 ③届け出は、予定日の７日前まで。窓口は産業振興課農政第二係です。（消防飯舘分署へは、
村からFAX等で情報を共有します） ④野焼き責任者（氏名連絡先等を届け出）は、実施当日、必
ず消防飯舘分署☎0244-︎42-︎0119に連絡してから野焼きを行ってください。⑤日時の変更や中止
の場合も、消防飯舘分署に連絡してください。  問  産業振興課農政第二係☎0244-︎42-︎1625問

にのみ新しい「印鑑登録証」と引き替えい
たします。今お持ちの「住民カード」や、黄
色い紙の「印鑑登録証」も引き続きお使い
いただけます。 
問   住民課住民係☎0244-︎42-︎1618  

　印鑑証明書を取得する際に必要な「住民カード」（印鑑登録証）のデザインが令和４年４月１
日から変更になります。今までお使いの「住民カード」は、住民課窓口へご本人が来庁された場合

新しい印鑑登録証今までの住民カード
問

令和４年４月号令和４年４月号2929

２
月
14
日
～
３
月
15
日•

申
告
相
談
（
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
）※
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
４
月
15
日
ま
で
延
長

２
月
28
日
～
３
月
14
日•

３
月
議
会
定
例
会
（
議
場
）

[

３
月]

２
・
４
日•

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
（
い
ち
ば
ん
館
）

５
日	

•

自
主
文
化
事
業
「
守
時
タ
ツ
ミ　

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

６
日	

•

飯
舘
村
消
防
団　

防
火
パ
レ
ー
ド
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」・
村
内
各
所
）

	
•

「
ふ
く
し
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２
at
て
ん
し
ば
」
出
展
（
大
阪
府
大
阪
市
）

７
日	

•

第
63
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
（
村
役
場
）

11
日	

•

い
い
た
て
希
望
の
里
学
園　

卒
業
式
（
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
）

13
日	

•

わ
く
わ
く
推
進
協
議
会　

カ
レ
ー
パ
ン
試
食
会
（
村
カ
フ
ェ
７
５
３
）

14
日	

•

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
い
い
た
て
」
宣
言
（
村
議
場
）

15
日	

•

飯
舘
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
（
村
役
場
）

	
•

飯
舘
村
介
護
保
険
運
営
協
議
会
（
村
役
場
）

16
日	

•

第
４
回
飯
舘
村
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
委
員
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

	
•

認
知
症
カ
フ
ェ
（
ゆ
ず
カ
フ
ェ
）（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

	
•

第
６
回
学
校
運
営
協
議
会
（
村
役
場
）

	
•

福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
発
生　

飯
舘
村
で
震
度
６
弱
を
観
測

17
日	

•

飯
舘
村
災
害
対
策
本
部
を
設
置
（
村
役
場
）

18
日	

•

ま
で
い
の
里
の
こ
ど
も
園　

卒
園
式
（
ま
で
い
の
里
の
こ
ど
も
園
）

	
•

第
３
回
飯
舘
村
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
策
定
委
員
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

	
•

農
業
委
員
会
定
例
総
会
（
村
役
場
）

23
日	

•

元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
表
彰
式
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

	
•

定
例
教
育
委
員
会
（
村
役
場
）

	
•

防
災
教
育
・
避
難
訓
練
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

23
～
26
日•

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
（
い
ち
ば
ん
館
）

24
日	

•

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
へ
の
農
産
物
初
出
荷
式
（
草
野
集
会
所
）

	
•

社
会
教
育
委
員
会
議
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

25
日	

•

第
２
回
長
泥
地
区
除
染
検
証
委
員
会
（
村
役
場
）

	
•

土
地
改
良
区
通
常
総
代
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

28
日	

•

第
２
回
飯
舘
Ｙ
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
発
見
！
ツ
ア
ー
検
討
委
員
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

29
日	

•
転
出
教
職
員
離
任
式
（
村
役
場
）

	
•

文
化
財
保
護
審
議
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

31
日	

•
飯
舘
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
松
本
奈
々
さ
ん
卒
業
式
（
村
役
場
）

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉
広
報
い
い
た
て
令
和
４
年
３
月
号
の
同
コ
ー
ナ
ー
で
「
第
61
回
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
」
の
日
に
ち
が
２
月
15
日
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
正

し
く
は
２
月
７
日
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

３
月
の
村
の
動
き
と
主
な
で
き
ご
と

おしらせ



掲載についてなどお問い合わせは村づくり推進課企画係
☎0244-42-1613までお気軽に。

〈ふるさと資源〉 発掘図鑑

大井美千子さん（草野）

季節を感じながら村の風景を撮り

朝
の
最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
16
度
を
記
録
し
た
２

月
24
日
、
霧
氷
を
ま
と
い
銀
細
工
の
よ
う
に
輝
く

木
々
を
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
て
い
た
大
井
さ
ん
。
昇

る
朝
日
の
一
瞬
の
輝
き
を
写
真
に
捉
え
ま
し
た
。

こ
の
冬
一
番
の
冷
え
込
み
を
話
題
に
、
素
敵
な
写

真
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福島に住む妹と写真のやりと
りをしています。凍った枝が
とてもきれいで朝日でとける
前にと撮影していました。

夫婦で関東などへ仕事に
行っていたので、当時はよ
く車の中で編み物をしてい
ました。退職して時間がで
きて、今は娘達に、好きな

菅野幸子さん（佐須）

編み物が大好きな菅野さん。
編み込み模様が美しいセー
ター類も素敵ですが、自己流
で見たものを立体に編めると
いう才能にもびっくりです！

家族への愛情がこもっ家族への愛情がこもっ
たセーター、カーディたセーター、カーディ

キャラクターの編みぐるみなどを作ってい
て、編み物で日々いやされています。

ガンの数々、そして愛ガンの数々、そして愛
          らしい編みぐるみらしい編みぐるみ

令和４年３月号令和４年３月号3131 令和４年４月号31

誕生おめでとう
赤ちゃんの名前 親の氏名 行 政 区

髙　野　　　岳
がく

 くん
智宏・香織 福島市

髙　野　　　暖
だん

 くん

お く や み

ご冥福をお祈り申し上げます

氏　　　名 年齢 行 政 区

菅　野　一　美 88 宮内

庄　司　トシヨ 86 関沢

杉　浦　ミツ代 92 伊丹沢

中　川　美紀子 70 宮内

高　橋　武　雄 74 関沢

市　澤　照　雄 78 大久保・外内

菅　野　フミ子 97 関根・松塚

大　島　　　功 87 宮内

星　　　ハナヨ 96 上飯樋

（令和４年２月 28 日現在）
ひとの うご き

人口 　　　今　月　（前月比） 
男 2498 人 （－5）
女 2483 人 （＋1）
計 4981 人 （－4）

世帯数 1806 戸 （－3）

２月１日～ 28日までの
◆◆◆ 人口動態 ◆◆◆

転入 ５人
転出 ６人
出生 １人
死亡 ４人

（住民基本台帳人口）

（２月21日から３月20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し出てください。

結婚おめでとう
氏　　　名 出 身 地

巻　野　　　大 飯樋町
児　玉　沙　織 福島市

　2019年に飯舘村に来てから3年が経ち、今年3月で地域お
こし協力隊を卒業することになりました。村の文化も暮らし
方もよくわからず、戸惑い、助けを求めてばかりだった私を
家族のように温かく受け入れてくださったみなさんに感謝し
てもしきれません。正直不安半分で移住したこの村が、今で
は居心地の良い自分の居場所になっています。

おいしい飯舘 ！おいしい飯舘 ！までいの食卓までいの食卓
生産者の皆さんにおいしい食べ方を聞いてみよう！

夫
の
隆
幸
さ
ん
を
中
心
に
家

族
で
農
業
を
営
ん
で
き
ま
し

た
。
行
者
ニ
ン
ニ
ク
は
旬
を

迎
え
る
４
月
い
っ
ぱ
い
道
の

駅
に
も
出
荷
す
る
予
定
。

行者ニンニクは山菜の一種で
独特の香りがあり、血液をさ
らさらにするアリシンが豊
富。葉が柔らかい旬の時期
は、高野豆腐と卵とじにした
り、肉炒めに入れたり。天ぷ
らもいいですね。行者ニンニ
ク味噌も美味しいですよ。 菅野益枝さん

（関根・松塚）

生の葉と茎を刻んで
餃子のタネに混ぜ込
みます。ニンニクに
似た香りが食欲をそ
そります。

香りが強いので香りが強いので

　　入れる量は　　入れる量は

      　　お好みで
      　　お好みで

めんつゆ漬けは薬味になる他
めんつゆ漬けは薬味になる他

玉子焼きに入れるのもおすすめ
玉子焼きに入れるのもおすすめ

行者ニンニクの巻

北海道から種や苗をも
北海道から種や苗をも

らい30年程前から栽培
らい30年程前から栽培

を始めたそうです
を始めたそうです

「難しいから面白い」
「難しいから面白い」

               と
隆幸さん

               と
隆幸さん

刻んでめんつゆ漬けに→
刻んでめんつゆ漬けに→

煮沸消毒したガラス瓶で
煮沸消毒したガラス瓶で

保存します保存します

元気もりもり元気もりもり

　 餃子のタネに　 餃子のタネに

香りも健康効果もパワフルな食材

　ここに来なかったら縁もなかったであろう人たちとの出
会いや、想像もしなかった自分自身との出会いがたくさん
あり、村のごく当たり前の日常が、私の目にはいつも新鮮に
映っていました。協力隊任期が終わっても、引き続きここに
居させてもらうつもりです。話したことのない人や、行ったこ
とのない場所など、まだまだ私の知らない出会いが村のあ
ちこちに散らばっていると思うと、これからの毎日も楽しみで
仕方ありません。

　今後は、去年立ち上げた地域おこし会社を仲間と運営しな
がら、住んでいるからこそわかるこの地の「面白さ」をもっと
知ってもらえるよう、様々な伝え方を考えていきたいと思いま
す。みなさんこれからもどうぞよろしくお願いいたします！

今月のライター

松本 奈  々さん
飯舘村地域おこし協力隊

地域おこし協力隊
いいたてDIARY

ダイアリー

３月末で協力隊
を卒業

３月末で協力隊
を卒業

 旧コメリ
での活動が
本格化して
  います

令和４年４月号令和４年４月号 3030




